
とうきょう すくわくプログラム活動報告書 
 

                       クラス        ２歳 うめぐみ      

 

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

「木育」 

・木育活動を通して木の温もりに触れ、五感を育む 

 

＜テーマの理由＞（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など＞ 

・戸外遊び中、木に触れたり枝を拾ったり、図鑑と見比べる等の関心の広がりが見られている。普段から公

園で見ている木を遊びに取り入れたり、木の温もりや感触を楽しみながら五感を刺激し豊かな体験ができ

るようにする。 

 

２ 活動スケジュール 

カンナ節プールやマキンバ、丸太の積み木に触れて遊ぶ 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

カンナ節プール、マキンバ、丸太の積み木、木製玩具を室内に設定する（森と市庭より） 

 

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

① 森と市庭の木育活動に参加し、木の玩具に触れて遊びを楽しむ。また、木製玩具の遊び方に興味・関心

をもつ。 

② カンナ節プールを体験し、木の香りや感触を楽しむ。 

 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

（活動の内容、活動中みられた子どもの姿、保育者との関わり等） 

① 初めてのカンナ節のプールは、最初は感触のイメージがわからなかったこともあり、、入ることをためら

う姿が多かった。最初から存分に楽しむ友だちの様子を見たり、プールの外から保育者と一緒にカンナ

節に触れることで徐々に関心を深め、後半には自分からプールの中に入り全身で楽しむ様子が見られた。

また、引っ張る、ちぎる、握る等の行動から紙とは少し違うカンナ節の感触を楽しんだり、もぐりこん

で「いいにおいがする」と言う子もいた。 

丸太の輪切りの積み木は、転がすことを楽しむ子もいたが、友だちと協力して積み上げる楽しさを味わ

っていた。 

マキンバは、叩く場所によって音が違うことに気付き、様々な場所を叩いてみたり、叩き方を変えたり

して音を出すことを楽しんでいた。また、板を外して下がどうなっているのか等、楽器そのものへの関

心も広げていた。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返り 

 ＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・子ども自身で感じ取ることを大事にするため、子ども自身がどのように関わるかを見守り、一歩踏み出し

てほしいところにはさりげなく援助に入るようにして、一緒に楽しさを共感できるようにした。自然物での

遊びは、定型的な遊びや市販の玩具の感覚とは違い、匂いや感触、音など五感で感じることを楽しむ様子が

子どもたちの遊び方にも表れていたように感じた。自ら木の香りに気づいて鼻を寄せる姿に、既製品にはな

い自然物ならでは良さを感じた。様々な木の感触に触れたことで、五感が刺激され、他の公園の木と比べて

みたり、木をより身近な場所で感じ、関心を持てるような活動につなげていきたい。 

 

１＜活動テーマ＞ 

① 「お部屋に木を作ろう」 

② 木の様子や落ち葉の色や感触に興味を持ち、いつも目にする木を思い浮かべて形にする楽しさを味わう 

 

＜テーマの理由＞（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など＞ 

・秋の色づいた木々を見上げ、色の違いや落ち葉の形に関心を持つ姿がみられる。室内でも木や落ち葉に触

れ、味わい、豊かな感性を育む 

 

２ 活動スケジュール 

・公園にてきれいに色づいた落ち葉を集める。色の違いを感じたり、室内でも木を感じられるような活動と

して、模造紙に落ち葉を貼って木を作っていく 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

・散歩バッグを用いて、落ち葉の色合いを見ながら好きな落ち葉を集める 

・大きな模造紙に描いた木に落ち葉を貼る 

・長く楽しめるようにラミネートをかける 

 

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

・戸外散歩で、みんなで集めたお気に入りの落ち葉を、模造紙に貼って大きな木を作る 

 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

（活動の内容、活動中みられた子どもの姿、保育者との関わり等） 

・木をより身近に感じ関心を持てるよう、散歩でお気に入りの色づいた落ち葉を使って自分たちの木を作っ



た。「この辺がいいよ」「ここにもあったね」と実際の木を思い浮かべ貼る場所を工夫している。完成したと

ころに、一人の子がアオムシのイラストを持ってきて「アオムシくんがもっと（葉っぱ）食べたいって」と

友だち同士の会話を広げていた。次の散歩時にも「アオムシくんのごはんにしよう」とさらに落ち葉を集め

て貼り、友だちとイメージを共有してごっこ遊びを展開するきっかけにつながった。また、戸外では枝や木

の実を使ったお料理作りが多くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返り 

 ＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・散歩でお気に入りの色づいた落ち葉を使って自分たちの木を作った。実際の木を観察して自分たちの木を

作るために、最初は集めた落ち葉をラミネートをして飾ってみた。しかし、ラミネートの熱で色が黒ずみき

れいに残すことができず、子どもたちの中にも自分の見てきた葉と違う印象になって関心が薄かった。その

ため、色がきれいなうちに模造紙の木に直接貼ることで、子どもたちには公園で見てきた木の印象を残すこ

とができたように感じる。また、枝を一緒に集めてきて貼った方がよりイメージを膨らませ、より身近に感

じることができていた。木を貼る際には、日々の散歩での子どもたちの発見や工夫があり、観察力を感じた。

あおむしを持ってきて遊びに発展していく子どもの発想の広がりの楽しさを感じた。落ち葉拾いを経て、散

歩時に自分たちで木に触れることも増え、枝や落ち葉を使ってお料理ごっこをする姿が増えてきた。自然物

を利用した遊びの展開を考えていきたい。 

 

 

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

① 公園での遊びを形にしよう 

② 「どんぐりのケーキを作ろう」 

 

＜テーマの理由＞（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など＞ 

・戸外では木の実を集めてカップに入れて料理作りを楽しむが、そこで終わりになってしまっているため、

子どもたちのイメージをふくらませ、形に残せるようにする 

 

２ 活動スケジュール 

・落ち葉と一緒に拾ったどんぐりで製作活動をする 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

・どんぐり、小枝、紙粘土、お花紙、プラスチック透明カップ 

 

 



４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

・紙粘土にお花紙やドングリ、小枝を飾りつけて、カップケーキを作る 

 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

（活動の内容、活動中みられた子どもの姿、保育者との関わり等） 

・これ、「イチゴだよ」「これもいいかな」「みて、これどう？」と、友だちに見せ合ったりしながら、どん

ぐりをさまざまな具材に見立て自分なりに配置を考えてケーキ作りを楽しんでいた。作り終えると、友だち

同士「たべていいよ」という言葉から、「いらっしゃいませ～」とそれぞれのお店屋さんに展開し楽しむ様

子が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返り 

 ＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

公園では紙皿を用いていたので、深さのある透明カップにする事で、積み重ね方を工夫して楽しむ様子があ

った。今回お花紙を使用したことで、実際にフルーツ等を思い浮かべて作り上げていく姿もあったが、自然

の物だけで作り上げるのも、子どもたちはさまざまなイメージを広げていけたのではないかと感じた。また、

ケーキという形ができたことで、ごっこ遊びがさらに本格化していく場面も見られ、遊びの広がりにつなが

った。制作活動を通してさらにイメージを広げ、遊びが展開できるようにしていきたい。 

 

 

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

・「トムテさんとあそぼう」 

・様々な木の玩具で木の温もりに触れて遊ぼう 

 

＜テーマの理由＞（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など＞ 

・園の特色である木育の中で、様々な木製玩具に触れ、考えたり工夫しながら遊びの展開を楽しむ 

 

２ 活動スケジュール 

・トムテさんと遊ぼう 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

・3階保育室の広いスペースに、積み木や車などの様々な木製玩具を設定する 

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 



① 様々な木製玩具の中から好きな物を選んで遊んだり、異年齢児の模倣遊びを楽しむ 

② 木製玩具に触れ、五感を刺激しながら遊びを広げる 

 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

（活動の内容、活動中みられた子どもの姿、保育者との関わり等） 

・これなに？と様々な玩具に興味を持って遊びを楽しんでいる。玩具が数多くあることで、端から触れて遊

ぶ子もいれば、気に入った玩具に集中して遊ぶ姿もある。取り合いになるような場面も少なく、自分の遊び

たいものに集中できている。トムテさんが積み木を組み立てる様子に関心を持ち「なにつくってるの？」と

聞く姿もあり、「あなただよ」という返事に「え～、○○？」と自分を作ってもらっていることに照れなが

らも嬉しそうな姿があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返り 

 ＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・トムテさんと遊ぼうでは、様々な種類の玩具がありいろいろな玩具を楽しむ子どもや興味のある玩具で集

中して遊ぶ子どもたちの姿があった。普段保育室の棚に入っている玩具でも、広いスペースに配置したり、

玩具の種類も豊富にある事で取り合いも起こることなく好きな遊びを存分に楽しむことができていた。玩

具の数が十分にあり、集中して遊べる場所の広さや環境設定の大切さを改めて感じた。大人が実際に玩具で

作って見せることで、子どもたちも遊び方や組み立て方が分かり積み木遊びも平面的な遊び方から高さを

出し、立体的に作る姿が見られるようになってきている。子どもたちと一緒に作りながら構成遊びを楽しめ

るようにしていきたい。 

 

 


